
人
間
の
宗
教
性
と
「
神
の
か
た
ち
」

―
―
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
今
日
に
お
け
る
聖
書
・
神
学
的
考
察
―
―丸

山
忠
孝

（
本
論
は
日
本
福
音
主
義
神
学
会
主
催
・
第
八
回
全
国
研
究
会
議
（
一
九
九
六
年
一
一
月
二
五
日
）
に
お
い
て
、「
宗
教
混
乱
と
宣
教
の

責
務
―
―
真
の
宗
教
性
の
回
復
の
た
め
に
―
―
」
の
主
題
の
も
と
で
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
す
。）

序

「
も
し
、
彼
の
日
が
限
ら
れ
、
そ
の
月
の
数
も
あ
な
た
が
決
め
て
お
ら
れ
、
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
限
界
を
、
あ
な
た
が
定
め
て
お

ら
れ
る
な
ら
、」（
ヨ
ブ
記
一
四
・
五
）

旧
・
新
約
聖
書
を
貫
く
人
間
論
は
あ
く
ま
で
も
神
中
心
で
あ
る
。
極
限
的
苦
難
を
経
験
す
る
中
で
、
神
の
摂
理
を
疑
い
得
て
も
、
否
定

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
直
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
ヨ
ブ
は
、
人
間
か
ら
「
目
を
そ
ら
し
て
、
か
ま
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
嘆
願
す
る
。
こ

人間の宗教性と「神のかたち」
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ａ
　
そ
の
教
理
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
神
の
か
た
ち
」
へ
の
言
及
は
旧
・
新
約
聖
書
共
に
多
く
は
な
い
。
そ
の
事
実
は
「
罪
」

へ
の
言
及
の
圧
倒
的
な
繁
度
と
比
較
し
て
も
極
立
っ
て
い
る
。
主
要
な
テ
キ
ス
ト
は
、
旧
約
で
は
い
ず
れ
も
創
世
記
一
・
二
六
〜
二
七
、

五
・
一
、
九
・
六
の
三
か
所
、
新
約
で
も
第
一
コ
リ
ン
ト
一
一
・
七
と
ヤ
コ
ブ
三
・
九
の
二
か
所
で
あ
る
。
ま
ず
、
創
世
記
一
章
の
テ
キ

ス
ト
「
わ
れ
わ
れ
に
似
る
よ
う
に
、
我
々
の
か
た
ち
に
人
を
創
ろ
う
」
で
は
、
似
姿
（dem

uth

）
と
か
た
ち
（tselem

）
の
二
つ
の
表
現

で
人
間
の
創
造
が
語
ら
れ
、
五
章
で
は
似
姿
、
九
章
で
は
か
た
ち
と
創
造
に
さ
か
の
ぼ
る
言
及
が
繰
返
さ
れ
て
い
る
。
新
約
の
テ
キ
ス
ト

は
い
ず
れ
も
創
造
へ
の
言
及
で
あ
る
が
、
コ
リ
ン
ト
書
がeikon

（LXX

に
お
け
るtselem

の
訳
語
―
―
新
改
訳
「
神
の
似
姿
」）、
ヤ
コ
ブ

書
がhom

oiosis

（LXX

に
お
け
るdem

uth

の
訳
語
―
―
新
改
訳
「
神
に
か
た
ど
っ
て
」）
と
表
現
を
異
に
し
て
い
る
。

ｂ
　
創
世
記
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
哲
学
的
思
弁
（
霊
／
肉
、
形
式
／
実
質
の
二
元
論
な
ど
）

か
ら
解
放
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
本
来
（
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
）
の
脈
絡
に
答
え
を
求
め
る
の
が
最
近
の
旧
約
学
に
お
け
る
傾
向
と
い
わ
れ
る
。

Ｇ
・
フ
ォ
ン
･
ラ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
神
の
か
た
ち
・
似
姿
に
創
造
さ
れ
た
と
の
主
張
は
旧
約
全
体
で
は
主
要
な
地
位
を
占
め
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
約
の
信
仰
に
「
人
間
の
起
源
の
奥
義
」
を
決
定
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
奥
義
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
表
現

方
法
を
用
い
て
、
人
間
が
地
上
に
お
け
る
神
の
イ
メ
ー
ジ
（
像
）
と
し
て
神
の
似
姿
に
創
ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
の
起
源
は
地

上
で
は
な
く
神
の
世
界
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
が
神
の
似
姿
で
あ
る
理
由
は
、
神
の
支
配
と
栄
誉
の
た

め
、
神
の
地
上
に
お
け
る
名
代
と
し
て
被
造
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
、
と
い
わ
れ
る
。
(2)

と
り
わ
け
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
フ
ォ
ン
・
ラ
ー
ト
の
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
近
の
研
究
が
「
か
た
ち
」
と
「
似
姿
」
を
厳
密

に
区
別
す
る
よ
り
は
、
こ
れ
ら
二
つ
を
重
ね
る
表
現
形
式
に
注
目
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
神
の
か
た
ち
」
テ
キ
ス
ト
を
人
間
が
神
の
名
代

と
し
て
大
王
（
神
）
の
世
界
支
配
の
一
環
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
も
の
と
解
釈
す
る
。「
神
の
か
た
ち
」
を
め
ぐ
る
創
世
記
一
・
二
六
〜
二

人間の宗教性と「神のかたち」
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の
ヨ
ブ
の
姿
に
、
時
代
を
越
え
た
今
日
の
人
間
の
苦
悩
と
そ
の
宗
教
性
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
り
わ
け
、
宗
教
を

い
ず
れ
は
消
滅
す
べ
き
過
去
の
遺
物
と
し
て
否
定
し
て
き
た
「
モ
ダ
ン
」
が
築
い
た
文
明
が
壊
れ
始
め
、
宗
教
を
含
む
超
常
現
象
に
興
味

を
持
つ
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
時
代
に
移
り
つ
つ
あ
る
二
十
世
紀
末
の
今
日
、
ヨ
ブ
の
苦
悩
と
葛
藤
は
よ
り
リ
ア
ル
な
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
時
代
を
代
表
す
る
神
学
者
の
一
人
、
Ｗ
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
『
神
学
的
視
点
に
お
け
る
人
間
論
』
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に

お
け
る
人
間
論
の
二
大
主
題
は
「
神
の
か
た
ち
（im

ago
D
ei

）」
と
「
罪
」
で
あ
り
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
主
題
は
神
学
が
今
日
の
あ
ら
ゆ

る
非
神
学
的
人
間
論
を
検
証
す
る
際
の
基
準
な
い
し
は
結
合
点
と
も
な
り
う
る
と
さ
れ
る
。
第
一
の
主
題
で
は
人
間
が
神
の
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
に
近
い
存
在
で
あ
る
か
が
説
か
れ
、
第
二
の
主
題
で
は
そ
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間
が
神
か
ら
離
れ
、
自
己
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る

か
が
説
か
れ
る
。
(1)

「
宗
教
混
乱
」
と
い
わ
れ
る
今
日
、
聖
書
・
神
学
の
視
点
か
ら
「
人
間
の
宗
教
性
」
を
問
う
に
あ
た
り
、
こ
の
小
論
は
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク

の
指
摘
す
る
第
一
主
題
「
神
の
か
た
ち
」
を
中
心
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
回
顧
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
間
論
の
検
証
を
試
み
た

い
。
問
題
の
本
質
は
、
聖
書
が
い
う
「
神
の
か
た
ち
」
に
創
ら
れ
た
人
間
が
、
な
ぜ
堕
落
後
も
知
性
や
道
徳
性
や
宗
教
性
を
持
つ
人
間
と

し
て
あ
り
続
け
る
の
か
、
ま
た
、
原
初
の
「
神
の
か
た
ち
」
に
何
が
起
き
て
堕
落
後
の
知
性
、
道
徳
性
、
宗
教
性
の
混
乱
や
腐
敗
が
も
た

ら
さ
れ
た
の
か
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

１
　
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
の
聖
書
・
神
学
的
背
景

(1)
旧
・
新
約
聖
書
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る
者
は
「
真
の
人
間
と
な
る
」
と
の
結
論
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
(5)

確
か
に
、
新
約
に
も
ア
ダ
ム
の
堕
落
に
お
い
て
「
神
の
か
た
ち
」
に
何
が
起
き
た
か
に
つ
い
て
の
明
白
な
言
及
は
無
い
に
せ
よ
、「
神

の
か
た
ち
」
に
創
造
さ
れ
た
人
間
、
堕
落
、
罪
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
、「
神
の
か
た
ち
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
、
キ
リ
ス
ト
者
に
お
け
る

「
神
の
か
た
ち
」
の
回
復
と
い
う
一
連
の
教
え
は
明
ら
か
に
新
約
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

(2)
古
代
・
中
世
教
会
の
伝
統

ａ
　
「
神
の
か
た
ち
」
を
最
初
に
神
学
的
に
展
開
し
た
の
は
二
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。
福
音
の
地
中
海
世
界

へ
の
浸
透
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
と
の
対
峙
を
通
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
形
成
期
に
あ
っ
て
、
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
は
当
時
支
配
的
で
あ
っ

た
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
思
想
を
用
い
、
創
世
記
一
章
の
「
か
た
ち
」
と
「
似
姿
」
と
い
う
表
現
の
相
違
に
着
目
し
、
哲
学
的
、
神
学
的
な
区

別
を
導
入
し
た
。
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
は
、
上
記
で
触
れ
た
新
約
の
用
法
と
同
じ
く
、「
か
た
ち
（tselem

）」
をeikon(im

ago

）、「
似
姿

（dem
uth

）」
をhom

oiosis

（sim
ilitudo

）
と
ギ
リ
シ
ア
語
に
訳
す
の
で
あ
る
が
、
解
釈
に
お
い
て
「
か
た
ち
」
を
プ
ラ
ト
ン
主
義
で
い
う

「
形
式
」
と
し
て
の
「
神
の
コ
ピ
ー
」
と
理
解
し
、「
似
姿
」
を
そ
の
形
式
の
具
体
的
「
内
実
・
機
能
」
と
し
て
「
義
あ
る
い
は
道
徳
的
完

成
」
と
理
解
し
た
。
さ
ら
に
、「
か
た
ち
」
を
人
間
に
存
在
論
的
に
賦
与
さ
れ
た
も
の
と
し
、
具
体
的
に
は
人
間
性
に
刻
印
さ
れ
た
神
性

と
し
て
の
「
理
性
」
あ
る
い
は
「
良
心
」
と
し
、
そ
れ
に
よ
り
人
間
を
他
の
被
造
物
か
ら
区
別
す
る
も
の
と
理
解
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
似
姿
」
は
人
間
の
霊
性
、
宗
教
性
、
倫
理
性
に
関
連
す
る
よ
り
重
要
な
状
態
と
位
置
付
け
ら
れ
、
ア
ダ
ム
に
与
え
ら
れ
た
「
似
姿
」
す

な
わ
ち
「
原
義
」
は
堕
落
に
よ
り
失
わ
れ
る
が
、「
か
た
ち
」
は
失
わ
れ
ず
に
残
る
と
理
解
し
た
。
(6)

こ
こ
に
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
に

お
い
て
基
本
と
な
る
「
か
た
ち
」
と
「
似
姿
」
の
明
確
な
区
別
、
堕
落
後
も
人
間
は
「
か
た
ち
」
を
刻
印
さ
れ
た
理
性
的
存
在
と
し
て
良

人間の宗教性と「神のかたち」
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八
の
研
究
史
を
検
証
し
たG

.
A
.

ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
多
く
の
旧
約
学
者
の
間
に
「
意
見
の
一
致

（C
onsensus

）」
と
呼
べ
る
も
の
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
致
に
は
次
の
よ
う
な
構
成
要
素
が
あ
る
。

(i)
人
間
の
存
在
よ
り
も
機
能
に
注
目
し
、
上
述
の
よ
う
に
人
間
を
他
の
被
造
物
の
管
理
者
と
し
て
神
の
世
界
支
配
に
関
与
す
る
も
の
と

見
る
。

(ii)
第
一
の
要
素
と
関
係
す
る
が
、
人
間
を
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態
学
）
的
観
点
か
ら
捉
え
て
、
自
然
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
全
体
論
的

（holistic

）
存
在
、
状
況
的
（contextual

）
存
在
と
す
る
。

(iii)
人
間
の
機
能
に
注
目
し
た
以
上
の
要
素
に
対
立
し
、
か
つ
並
存
す
る
も
の
で
、「
神
の
か
た
ち
」
か
ら
人
間
の
持
つ
神
と
の
関
係
性
に

注
目
す
る
。
神
と
の
親
密
な
交
わ
り
、
神
か
ら
の
断
絶
と
い
う
関
係
か
ら
人
間
の
宗
教
性
を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
。
(3)

ｃ
　
上
記
の
新
約
テ
キ
ス
ト
（
I
コ
リ
ン
ト
一
一
・
七
、
ヤ
コ
ブ
三
・
九
）
が
創
世
記
の
記
述
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

新
約
は
人
間
創
造
の
教
理
を
旧
約
か
ら
継
承
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
新
約
全
体
の
光
で
見
る
な
ら
ば
、
強
調
点
は
明
ら
か
に
人
間

（
ア
ダ
ム
と
エ
バ
）
の
「
神
の
か
た
ち
」
か
ら
「
神
の
か
た
ち
（eikon

）」（
I
コ
リ
ン
ト
四
・
四
―
―
コ
ロ
サ
イ
一
・
一
五
）
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
に
移
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
使
徒
パ
ウ
ロ
に
お
い
て
は
、
創
世
記
の
テ
キ
ス
ト
を
前
提
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
は
「
第

二
の
ア
ダ
ム
」（
I
コ
リ
ン
ト
一
五
・
四
五
〜
四
七
）
と
し
て
第
一
の
ア
ダ
ム
と
対
比
さ
れ
て
お
り
、
終
末
論
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
者
は
神
を
知
り
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
「
神
の
か
た
ち
」
が
キ
リ
ス
ト
者
に
回
復
さ
れ
、
そ

の
回
復
は
具
体
的
な
キ
リ
ス
ト
者
の
倫
理
生
活
に
も
現
わ
れ
る
、
と
さ
れ
る
。
(4)

こ
れ
ら
の
パ
ウ
ロ
の
テ
キ
ス
ト
に
、「
神
の
栄
光
の
輝

き
、
ま
た
神
の
本
質
の
完
全
な
現
わ
れ
」（
ヘ
ブ
ル
一
・
三
）
や
「
わ
た
し
を
見
る
者
は
、
わ
た
し
を
遣
わ
し
た
方
を
見
る
」（
ヨ
ハ
ネ
一

二
・
四
五
）
な
ど
の
証
言
を
加
え
れ
ば
、「
キ
リ
ス
ト
こ
そ
、
神
を
完
全
に
反
映
す
る
人
間
本
質
の
原
形
で
あ
り
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
に
あ
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(ii)
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
再
創
造
に
基
づ
き
キ
リ
ス
ト
者
が
実
質
的
に
神
を
知
り
、
愛
す
る
こ
と
を
も
た
ら
す
「
か
た
ち
」

(iii)
キ
リ
ス
ト
者
の
う
ち
で
も
限
ら
れ
た
福
者
に
の
み
与
え
ら
れ
る
、
超
自
然
的
な
賜
物
と
し
て
の
「
か
た
ち
」
で
実
質
的
に
は
「
似
姿
」

の
完
成
で
あ
る
。
(8)

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、
堕
落
に
よ
り
第
１
段
階
は
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
第
２
段
階
も
影
響
は
受
け
て
も
失
わ
れ

ず
、
第
３
段
階
の
み
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
人
間
の
宗
教
性
は
、
原
則
的
に
は
第
１
段
階
の
「
か
た
ち
」
に
お
い
て
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

(3)
宗
教
改
革

ａ
　
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
見
ら
れ
る
宗
教
改
革
の
人
間
論
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
を
回
復
し
、
さ
ら
に

聖
書
の
新
た
な
解
釈
を
加
え
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
人
間
論
を
築
い
た
。
ル
タ
ー
は
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
以
来
の
「
か
た
ち
」
と
「
似
姿
」
の

二
分
化
理
論
を
否
定
し
、
両
者
を
同
じ
も
の
と
解
釈
し
、
ま
た
、
こ
の
「
か
た
ち
」
を
存
在
論
的
に
理
解
す
る
ス
コ
ラ
学
の
伝
統
を
否
定

し
、「
か
た
ち
」
と
「
似
姿
」
の
内
容
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
原
義
」(iustitia

originalis

）
と
を
同
置
し
た
。
そ
こ
で
、
堕
落
に
よ
り

「
原
義
」
が
失
わ
れ
、「
神
の
か
た
ち
」
も
喪
失
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
残
滓
と
し
て
存
在
す
る
、
魂
の
理
性
的
活
動
は
人
間
を

「
神
の
み
前
（coram

D
eo)

」
に
義
と
し
た
り
、
福
音
に
よ
る
義
や
真
の
神
知
識
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、「
こ
の
世
に
向
か
っ
て

（coram
m
undo)

」
律
法
に
よ
る
義
と
社
会
生
活
を
可
能
に
す
る
の
み
と
し
た
。
(9)

こ
の
よ
う
に
福
音
の
義
と
律
法
の
義
と
を
対
比
す
る

ル
タ
ー
の
二
王
国
説
に
つ
な
が
る
考
え
に
お
い
て
は
、
人
間
の
宗
教
性
は
真
実
の
意
味
に
お
い
て
堕
落
後
は
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
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心
・
自
由
意
志
を
保
っ
て
残
る
が
、
霊
性
、
宗
教
性
を
失
っ
た
人
間
の
回
復
は
神
の
恩
恵
を
待
つ
と
す
る
立
場
が
確
立
さ
れ
た
と
い
え
る
。

ｂ
　
西
方
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
論
に
と
っ
て
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
貢
献
は
大
き
く
、
と
り
わ
け
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
に
新
展
開
を
見

た
。
ま
ず
、
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
が
原
初
の
人
間
を
完
全
で
あ
る
よ
り
は
未
完
成
の
状
態
と
み
な
し
た
た
め
、
そ
れ
と
堕
落
後
の
状
態
の
差
を

十
分
強
調
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
原
初
の
状
態
を
そ
の
「
形
式
」
と
「
機
能
」
の
双
方
に
お
い
て
完
全
な

も
の
と
み
な
し
、
堕
落
は
双
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
た
。
次
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
「
か
た
ち
」
を
存
在
論
的
で
あ
る
よ

り
は
、
神
と
の
関
係
性
に
お
い
て
理
解
し
、「
三
位
一
体
の
神
の
か
た
ち
」
と
し
て
、
人
間
の
魂
に
は
記
憶
（
御
父
）、
知
性
（
御
子
）、

意
志
（
御
霊
）
と
い
う
諸
能
力
が
刻
印
さ
れ
、
神
の
愛
（am

or
D
ei

）
に
導
か
れ
た
真
の
神
認
識
が
原
初
に
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
堕

落
後
の
人
間
は
神
と
の
関
係
か
ら
離
れ
、
自
己
愛
（am

or
sui

）
に
支
配
さ
れ
、「
神
の
か
た
ち
」
を
実
質
的
に
失
っ
た
存
在
と
な
っ
た
。

人
間
の
宗
教
性
は
本
質
的
に
は
「
か
た
ち
」
の
問
題
で
あ
り
、
堕
落
後
に
お
い
て
は
、
直
接
神
と
の
関
係
と
罪
深
い
人
間
性
と
の
関
係
で

問
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
関
係
抜
き
に
し
て
の
宗
教
性
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
(7)

ｃ
　
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
に
代
表
さ
れ
る
中
世
ス
コ
ラ
主
義
神
学
は
、
聖
書
と
教
父
の
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲

学
を
用
い
て
総
合
を
試
み
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
上
記
の
議
論
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
の
基
本
理
解
の
線
で
の
新
展
開
と

い
え
よ
う
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
は
「
神
の
か
た
ち
」
を
存
在
論
的
に
と
ら
え
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
人
間
論
を
用
い
て
次
の
三
段
階

の
存
在
と
し
て
理
解
し
た
。

(i)
創
造
の
事
実
に
基
づ
き
人
間
す
べ
て
に
共
通
す
る
「
か
た
ち
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
神
の
認
識
と
神
へ
の
愛
を
可
能
な
ら
し
め
る

も
の
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ａ
　
伝
統
的
な
「
神
の
か
た
ち
」
の
教
え
は
近
世
に
い
た
り
全
面
的
な
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
口
火
を
切
っ
た
デ
カ
ル
ト
の
命
題

（cogito,ergo
sum

）
は
、
実
在
す
る
も
の
の
認
識
は
神
の
啓
示
で
も
、
外
界
の
客
観
的
経
験
で
も
な
く
、
最
終
的
に
は
人
間
理
性
に
根
拠

を
置
く
と
し
た
。
こ
れ
以
降
、
人
間
学
は
神
学
か
ら
独
立
し
、
神
か
ら
で
は
な
く
人
間
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
人
間
存
在
の
超
越
論

的
な
起
源
を
示
唆
す
る
「
神
の
か
た
ち
」
が
格
好
の
攻
撃
目
標
と
さ
れ
た
。
一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
哲
学
者
た
ち
は
、
聖
書
の
創
造
、
ア

ダ
ム
に
お
け
る
原
初
の
完
全
性
や
原
義
、
堕
落
と
人
間
の
罪
性
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
人
間
性
の
回
復
と
完
成
な
ど
の
教
え
に
疑
問
を
提

し
、
人
間
中
心
の
哲
学
的
人
間
論
を
展
開
し
た
。
と
り
わ
け
、
彼
等
の
進
歩
・
発
展
の
歴
史
観
が
「
原
初
」
を
原
始
的
、
未
完
成
と
み
な

し
た
た
め
、
旧
約
の
創
世
記
を
論
拠
と
す
る
「
神
の
か
た
ち
」
の
教
え
は
古
代
の
神
話
と
み
な
さ
れ
た
。
一
八
世
紀
か
ら
さ
ら
に
一
九
世

紀
へ
と
進
む
啓
蒙
主
義
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
人
間
の
宗
教
性
の
行
方
は
、
進
化
論
に
見
る
よ
う
な
生
物
学
的
人
間
論
で
は
、
進
化
の
過

程
の
副
産
物
、
科
学
の
進
歩
に
伴
い
消
滅
す
べ
き
問
題
と
さ
れ
る
か
、
カ
ン
ト
の
道
徳
主
義
に
見
る
よ
う
に
倫
理
学
の
枠
内
に
限
定
さ
れ

る
か
、
人
間
と
人
間
、
民
族
と
民
族
と
の
比
較
か
ら
宗
教
性
を
問
う
文
化
的
人
間
論
に
お
い
て
は
超
越
性
を
否
定
さ
れ
つ
つ
、
多
元
性
を

認
め
ら
れ
て
生
き
残
る
か
、
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。

ｂ
　
人
間
が
人
間
の
完
全
性
を
達
成
し
う
る
と
し
、
人
間
の
宗
教
性
に
は
無
関
心
を
装
う
啓
蒙
主
義
を
キ
リ
ス
ト
教
の
観
点
か
ら
批
判
す

る
動
き
は
当
然
あ
っ
た
。「
神
の
か
た
ち
」
理
解
に
関
し
て
は
ヨ
ハ
ン
・
Ｇ
・
ヘ
ル
ダ
ー
（1744

〜1803

）
は
「
進
化
的
神
の
か
た
ち
」

説
と
呼
べ
る
も
の
を
提
示
し
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
有
用
性
を
主
張
し
た
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
人
類
史
の
研
究
に
お
い
て
人
間
が
生
物
学
的

に
は
弱
さ
と
欠
陥
を
持
つ
反
面
、
創
造
力
な
ど
に
お
け
る
驚
異
的
能
力
を
持
つ
と
い
う
「
あ
い
ま
い
さ
」
に
注
目
し
た
。
人
類
史
を
自
然

史
と
人
間
の
歴
史
の
総
合
と
し
、
こ
の
歴
史
を
動
か
す
神
の
摂
理
に
導
か
れ
、
人
間
性
の
本
質
を
前
進
さ
せ
、
完
成
へ
と
進
化
し
続
け
る

過
程
と
理
解
し
た
。
こ
の
進
化
的
過
程
を
人
間
の
宿
命
と
み
な
し
、
過
程
の
起
点
に
ア
ダ
ム
に
お
け
る
「
神
の
か
た
ち
」
を
位
置
付
け
、

人間の宗教性と「神のかたち」
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ｂ
　
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
「
神
の
か
た
ち
」
の
実
質
的
喪
失
を
説
く
ル
タ
ー
に
基
本
的
に
は
同
意
す
る
。
し
か
し
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
ル
タ
ー
が

言
う
残
滓
が
神
の
「
一
般
恩
恵
」
に
よ
り
守
ら
れ
、
腐
敗
し
た
「
神
の
か
た
ち
」
で
あ
っ
て
も
堕
落
し
た
人
間
を
し
て
神
知
識
・
神
礼
拝

を
求
め
さ
せ
う
る
と
い
う
点
を
強
調
し
た
。「
神
の
か
た
ち
」
の
核
心
と
関
わ
る
人
間
の
「
た
ま
し
い
」
は
「
地
上
的
な
生
の
い
ろ
い
ろ

な
つ
と
め
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
神
を
礼
拝
す
る
よ
う
に
駆
り
立
て
る
」
と
し
、
ま
た
、「
人
間
が
天
上
の
生
を
も
瞑
想
さ
せ
る
た

め
に
造
ら
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
知
識
が
た
し
か
に
た
ま
し
い
の
う
ち
に
刻
み
こ
ま
れ
た
」
と
し
て
、「
宗
教
の
種

子
」
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
(10)

確
か
に
、
ル
タ
ー
と
同
じ
く
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
お
い
て
も
一
方
で
「
神
の
か
た
ち
」
の
喪
失
を
論
じ
、

他
方
、
堕
落
後
も
、
宗
教
的
存
在
と
し
て
あ
り
続
け
る
人
間
に
「
神
の
か
た
ち
」
の
残
滓
を
認
め
る
あ
い
ま
い
さ
は
あ
り
、
こ
れ
が
後
に

Ｅ
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
Ｋ
・
バ
ル
ト
間
の
論
争
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
が
、
次
の
二
点
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、
カ

ル
ヴ
ァ
ン
が
原
初
の
「
神
の
か
た
ち
」
の
完
全
性
と
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
回
復
さ
れ
た
「
神
の
か
た
ち
」
が
キ
リ
ス
ト
者
の
も
の
と
な
る

こ
と
を
極
立
た
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
堕
落
に
よ
り
神
の
か
た
ち
が
「
は
な
は
だ
し
く
破
壊
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
消
し
去
ら
れ
て
、
混
乱
、

切
り
刻
ま
れ
、
汚
れ
に
染
ん
だ
も
の
の
ほ
か
、
何
ひ
と
つ
残
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
人
間
が
、「
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
形
に
回
復
さ
せ
ら

れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
真
の
敬
虔
と
、
義
と
、
純
粋
さ
と
、
知
性
と
に
お
い
て
「
神
の
か
た
ち
」
を
持
つ
」
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
(11)

第
二
は
、
ル
タ
ー
が
そ
の
二
王
国
説
で
「
神
の
右
手
の
支
配
（
福
音
）」
と
「
神
の
左
手
の
支
配
（
律
法
）」
の
区
別
を
強
調
し
、
結
果
と

し
て
宗
教
性
の
問
題
を
前
者
に
固
着
さ
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
両
者
を
キ
リ
ス
ト
論
的
に
キ
リ
ス
ト
王
国
論
の
も
と
に

結
合
し
た
。
そ
の
結
果
、
宗
教
性
の
問
題
は
キ
リ
ス
ト
の
世
界
支
配
お
よ
び
人
間
の
生
の
全
領
域
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

(4)
啓
蒙
主
義
と
そ
の
後
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わ
ち
、
ホ
ッ
ジ
は
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
の
立
場
を
、「
神
の
か
た
ち
」
を
理
性
と
み
な
し
、
堕
落
後
も
残
る
と
す
る
立
場
（
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
や

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
）
と
道
徳
性
（
義
、
聖
さ
）
と
み
な
し
、
堕
落
後
に
は
喪
失
さ
れ
た
と
す
る
立
場
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
や
ル
タ

ー
）
の
「
中
間
の
立
場
」
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
(14)

こ
こ
で
の
問
題
は
、
ホ
ッ
ジ
に
お
い
て
は
ル
タ
ー
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
強
調
し
た
堕

落
に
お
け
る
原
初
の
「
神
の
か
た
ち
」
の
ほ
ぼ
完
全
な
ま
で
の
喪
失
が
強
調
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
人
間
論
第
七
章
（
堕

落
）
で
も
「
神
の
か
た
ち
」
へ
の
実
質
的
言
及
は
な
く
、
ア
ダ
ム
の
原
罪
の
影
響
を
「
恥
」
と
「
罪
意
識
」
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
人
間
論
第
八
章
（
罪
）
で
も
、
ホ
ッ
ジ
が
直
面
し
た
、
当
時
の
哲
学
や
倫
理
学
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
弁
証
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

「
神
の
か
た
ち
」
理
解
と
は
有
効
的
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
合
理
主
義
、
倫
理
主
義
全
盛
の
一
九
世
紀
に
あ
っ
て
正

統
神
学
を
弁
証
し
た
ホ
ッ
ジ
の
持
つ
時
代
的
制
約
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
堕
落
前
の
ア
ダ
ム
と
後
の
人
間
に
共
通
す
る
、
生
得
的
な
合
理
性
、

道
徳
性
、
宗
教
性
の
論
拠
と
し
て
「
神
の
か
た
ち
」
理
念
が
用
い
ら
れ
た
と
の
印
象
を
受
け
る
。
(15)

(5)
二
〇
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論

人
類
が
二
〇
世
紀
を
経
験
し
た
こ
と
自
体
が
キ
リ
ス
ト
教
、
と
り
わ
け
そ
の
人
間
論
に
と
っ
て
大
挑
戦
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
経

験
が
世
界
大
の
ス
ケ
ー
ル
で
「
人
間
と
は
な
に
か
」
と
問
う
た
こ
と
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
も
説
得
力
の
あ
る
答
え
を
出
す
こ
と
を
求
め

ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
理
想
に
見
た
楽
観
主
義
が
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
悲
観
主
義
へ
と
転
ず
る
中
で
、

人
間
は
自
信
を
も
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
文
明
を
自
ら
の
手
で
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
嵐
の
中
で
は
古
代
の
神

話
が
魔
術
的
力
を
回
復
し
人
間
を
圧
制
す
る
光
景
、
物
質
文
明
の
中
で
未
曾
有
の
繁
栄
と
豊
か
さ
を
味
わ
う
反
面
、
世
界
各
地
で
飢
え
や

災
害
で
人
間
性
の
堕
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
々
の
存
在
、
深
層
心
理
学
が
明
ら
か
に
し
た
人
間
性
深
部
の
不
可
解
さ
、
科
学
知
識
の
拡

人間の宗教性と「神のかたち」
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ま
た
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
前
進
、
進
化
す
る
人
間
の
原
形
と
し
て
過
程
の
中
に
位
置
付
け
た
。
(12)

し
か
し
、
こ
の
歴
史
が
目
指
す

人
間
性
の
完
成
、
す
な
わ
ち
、「
神
の
か
た
ち
」
の
進
化
的
完
成
は
堕
落
前
の
ア
ダ
ム
に
お
い
て
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
歴
史
的
に
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ダ
ム
も
キ
リ
ス
ト
も
限
定
概
念
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
ヘ
ル
ダ
ー
の
貢
献
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
の
摂
理
と
「
神
の
か
た
ち
」
と
い
う
概
念
を
啓
蒙
主
義
が
到
達
し
た
進
化
の
思
想

に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
啓
蒙
主
義
が
も
た
ら
し
た
宗
教
性
に
お
け
る
閉
そ
く
状
態
を
打
破
し
、
宗
教
の
問
題
を
歴
史
の
全
過
程
に
解

放
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

ｃ
　
啓
蒙
主
義
へ
の
反
動
の
も
う
一
つ
の
例
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
の
Ｃ
・
ホ
ッ
ジ
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ホ
ッ
ジ
の
『
組
織
神

学
』
は
一
七
世
紀
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
正
統
主
義
神
学
者
Ｆ
・
ト
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
伝
統
を
継
承
し
、
啓
蒙
主
義
か
ら
の
挑
戦
を
受
け
る
中

で
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
正
統
神
学
と
し
て
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ホ
ッ
ジ
の
人
間
論
に
お
い
て
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
は
主

要
な
役
割
を
果
す
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
、
人
間
論
第
五
章
（
人
間
の
原
初
の
状
態
）
の
中
の
一
節
（
人
間
は
神
の
か
た
ち
に
創
造
さ
れ

た
）
に
議
論
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ア
ダ
ム
の
原
初
の
状
態
に
人
間
性
の
完
成
を
見
、
創
世
記
の
「
か
た
ち
」
と
「
似
姿
」
を
同

一
視
す
る
こ
と
に
お
い
て
宗
教
改
革
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
。
そ
の
上
で
、「
似
姿
」
の
内
実
を
「
神
の
理
性
的
お
よ
び
道
徳
的
性
質
」
と

し
て
、「
神
の
か
た
ち
」
を
「
理
性
的
か
た
ち
」
と
「
道
徳
的
か
た
ち
」
の
二
側
面
か
ら
理
解
す
る
。
そ
し
て
、「
理
性
的
か
た
ち
」
と
の

関
連
で
良
心
や
自
由
意
志
を
人
間
を
霊
的
存
在
と
さ
せ
る
要
素
と
し
て
論
じ
、
さ
ら
に
「
神
を
知
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
能
力
」
を

「
人
間
の
宗
教
性
の
基
礎
」
と
み
な
す
。
他
方
、「
道
徳
的
か
た
ち
」
は
ア
ダ
ム
の
「
原
義
」
と
理
解
し
、
そ
の
内
実
は
完
成
さ
れ
た
「
知

識
、
義
、
聖
さ
」
で
あ
る
と
し
た
。
(13)

ホ
ッ
ジ
に
見
る
理
性
と
道
徳
の
二
分
化
は
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
の
形
式
と
機
能
の
二
元
論
的
区
別
を

連
想
さ
せ
る
と
も
言
え
よ
う
が
、
事
実
は
む
し
ろ
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
端
を
発
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
神
学
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
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し
、
そ
れ
が
堕
落
後
も
普
遍
的
に
人
間
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
福
音
宣
教
に
と
っ
て
「
結
合
点
」
に
な
り
う
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

バ
ル
ト
は
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
堕
落
に
よ
る
「
神
の
か
た
ち
」
の
ほ
ぼ
完
全
な
喪
失
を
主
張
し
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
解
釈
で
は
残
滓
の
持

つ
キ
リ
ス
ト
論
的
意
義
を
強
調
し
、
自
然
神
学
を
否
定
し
た
。
こ
の
論
争
を
経
て
、
一
九
三
七
年
の
著
作
以
降
で
は
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
「
形

式
的
か
た
ち
」
を
「
か
た
ち
と
し
て
の
起
源
」
と
「
罪
人
と
し
て
の
人
間
性
」
と
の
弁
証
法
的
関
係
と
し
、
堕
落
後
も
人
間
性
が
失
わ
れ

な
い
と
い
う
事
実
の
説
明
に
な
り
う
る
と
し
た
。「
神
の
か
た
ち
」、「
原
義
」、「
堕
落
」
の
い
ず
れ
も
が
史
的
事
実
で
は
な
く
、
聖
書
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
包
む
衣
装
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
日
の
人
間
の
似
神
性
、
宗
教
性
、
罪
性
を
説
明
し
う
る
に
十
分
で
あ
る
と
し
た
。
ち
な
み

に
、
堕
落
後
の
宗
教
性
（
宗
教
史
で
い
う
諸
宗
教
）
は
、
神
か
ら
逃
亡
す
る
人
間
が
神
か
ら
離
脱
し
得
ず
、
絶
え
ず
神
に
向
わ
ず
に
は
お

れ
な
い
人
間
の
「
矛
盾
」、「
反
抗
」
を
示
す
。
ま
た
、「
ど
ん
な
に
忌
ま
わ
し
い
偶
像
で
も
、
な
お
何
ほ
ど
か
の
神
聖
な
も
の
の
秘
義
を

語
り
、
た
と
え
ど
ん
な
に
厭
わ
し
い
祭
儀
で
も
な
お
、
わ
れ
わ
れ
が
神
に
よ
っ
て
神
の
た
め
に
造
ら
れ
た
と
い
う
事
実
を
、
何
ほ
ど
か
語

っ
て
い
る
。」
(17)

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
宗
教
性
の
起
源
を
原
初
の
「
神
の
か
た
ち
」
に
求
め
る
根
拠
は
、
現
代
の
人
間
の
「
矛
盾
」
と

「
反
抗
」
と
い
う
終
末
論
的
な
現
実
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

ｂ
　
バ
ル
ト
の
人
間
論
が
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
立
場
と
共
通
す
る
も
の
は
極
め
て
大
き
い
。
し
か
し
、
バ
ル
ト
は
人
間
論
を
徹
底
し
て
キ
リ
ス

ト
論
に
立
脚
し
て
再
構
築
し
「
神
の
か
た
ち
」
も
キ
リ
ス
ト
論
的
創
造
論
、
キ
リ
ス
ト
論
的
人
間
論
の
問
題
と
し
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て

神
が
自
己
啓
示
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
慮
す
る
。「
神
の
か
た
ち
」
に
関
し
、
バ
ル
ト
は
当
初
ル
タ
ー
の
線
に
則
っ
て
、
堕
落
後
の
「
神

の
か
た
ち
」
の
完
全
な
喪
失
を
説
く
が
、
主
著
の
『
教
会
教
義
学
』
第
三
巻
第
１
分
冊
（
III
／
1
、1945

）
に
お
い
て
ア
ダ
ム
が
「
神
の

か
た
ち
で
あ
る
」（sein

）
と
し
て
で
は
な
く
、「
神
の
か
た
ち
に
お
い
て
」（in

）
創
造
さ
れ
た
と
し
、
元
々
ア
ダ
ム
の
保
有
に
は
な
か
っ

た
と
結
論
し
た
。
こ
の
「
お
い
て
」
が
意
味
す
る
も
の
は
神
と
人
間
と
の
契
約
関
係
の
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
堕
落
前
と
後
と
に
共
通
す

人間の宗教性と「神のかたち」
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大
に
反
比
例
す
る
か
に
見
え
る
宗
教
現
象
の
拡
散
と
混
乱
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
直
視
し
て
二
〇
世
紀
の
キ
リ
ス
ト

教
人
間
論
は
「
人
間
と
は
な
に
か
」
を
問
い
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
興
味
深
い
点
は
、
後
に
例
証
す
る
Ｅ．

ブ
ル
ン
ナ
ー
は
一
九

三
七
年
の
著
作
を
『
矛
盾
の
中
に
あ
る
人
間
』（D

erM
ensch

im
W
iderspruch;

英
訳
版M

an
in
R
evolt,1945

）
と
題
し
、
Ｋ
・
バ
ル
ト

は
『
教
会
教
義
学
』
第
三
巻
（
創
造
論
、1945

）
に
お
い
て
、
人
間
の
急
進
的
堕
罪
性
の
中
で
必
然
的
に
隠
さ
れ
た
人
間
原
初
の
か
た
ち

が
存
在
す
る
と
語
り
、
Ｇ
・
Ｃ
・
ベ
ル
カ
ウ
ワ
ー
は
『
人
間
・
神
の
か
た
ち
』（D

e
M
ens
hetB

eeld
G
ods,1957

）
を
「
人
間
の
ミ
ス
テ

リ
ー
」
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
二
〇
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
宿
命
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
同
様
に
、

人
間
の
宗
教
性
に
関
し
て
も
、
混
迷
の
中
で
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
と
言
え
よ
う
。

ａ
　
バ
ル
ト
や
ブ
ル
ン
ナ
ー
で
代
表
さ
れ
る
新
正
統
主
義
・
弁
証
法
神
学
は
、
人
間
性
へ
の
悲
観
の
募
る
中
で
、
一
方
で
一
九
世
紀
の
楽

観
論
を
批
判
し
、
他
方
で
人
間
の
「
神
の
か
た
ち
」
で
の
創
造
と
堕
落
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
強
調
し
た
。
人
間
は
ま
ず
神
の
こ
と
ば
か
ら
、

神
学
的
に
定
義
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
が
彼
ら
の
モ
ッ
ト
ー
と
言
え
よ
う
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
上
述
の
著
作
で
、
自
由
主
義
神
学
が
人

間
の
起
源
と
堕
落
を
キ
リ
ス
ト
教
会
の
歴
史
意
識
に
吸
収
し
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
が
「
神
の
か
た
ち
」
を
理
想
主
義
的
・
進
歩
主

義
的
に
「
人
間
の
普
遍
的
、
精
神
的
プ
ロ
セ
ス
の
目
標
」
と
す
る
こ
と
を
攻
撃
し
、
今
日
の
人
間
理
解
の
前
提
と
し
て
完
全
で
、
神
と
の

交
り
に
あ
っ
た
人
間
性
の
「
起
源
」
を
主
張
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
神
の
か
た
ち
」
の
創
造
も
堕
落
も
歴
史
的
な
事
実
で
は
な
い
が
、
今

も
そ
れ
に
反
抗
し
て
生
き
て
い
る
人
間
は
、
原
初
の
「
神
の
か
た
ち
」
抜
き
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、「
神
の
か
た
ち
」
の
今
日

的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
あ
る
と
し
た
。
(16)

こ
の
著
作
に
先
立
ち
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
一
九
三
四
年
に
『
自
然
と
恩
恵
』
を
著
し
、
バ
ル
ト
の
『
否
』
を
受
け
て
自
然
神
学
論
争
を
起
こ

し
た
。
当
初
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
「
神
の
か
た
ち
」
の
残
滓
に
注
目
し
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
立
場
を
評
価
し
、
残
滓
を
「
形
式
的
か
た
ち
」
と

16



そ
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
）
に
対
し
長
い
批
判
を
加
え
、
そ
れ
に
対
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
神
学
で
「
神
の
か
た
ち
」
を
知
識
、
義
、

聖
と
理
解
す
る
伝
統
的
立
場
を
弁
護
し
て
い
る
。
(19)

「
神
の
か
た
ち
」
と
の
関
連
で
宗
教
性
を
取
り
扱
う
章
は
特
別
に
は
な
い
が
、
実
質
的
に
そ
れ
に
相
当
す
る
部
分
は
、「
神
の
人
」
と

題
さ
れ
た
最
終
章
で
あ
ろ
う
。「
神
の
人
―
―
そ
れ
は
、
抽
象
的
で
極
外
中
立
的
な
人
間
観
の
全
く
の
対
局
に
あ
る
も
の
。」「
聖
書
で
言

う
神
と
の
関
係
が
壊
さ
れ
る
と
、
視
野
が
失
わ
れ
、
人
間
は
自
ら
を
〈
中
心
〉
に
置
く
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
人
間
は
人
間
性
か
ら
も
神

の
人
か
ら
も
疎
外
さ
れ
、
つ
い
に
は
、
世
界
と
自
己
か
ら
も
疎
外
さ
れ
る
存
在
に
な
る
。」
(20)

こ
れ
ら
の
証
言
に
宗
教
の
危
機
で
も
あ
る

二
〇
世
紀
へ
の
著
者
の
警
告
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ｄ
　
最
後
に
福
音
派
か
ら
の
貢
献
に
言
及
す
る
。
ま
ず
、
福
音
派
の
台
頭
を
世
界
に
印
象
付
け
た
二
〇
世
紀
後
半
の
重
要
文
書
で
あ
る

『
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
』（1974

）
が
、
第
五
項
「
キ
リ
ス
ト
者
の
社
会
的
責
任
」
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
者
の
社
会
的
責
任
の
根
拠
と
し
て

「
人
間
は
神
の
像
に
似
せ
て
造
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一
人
一
人
は
、
人
権
、
宗
教
、
皮
膚
の
色
、
文
化
、
階
級
、
性
別
、
年
齢
に
か
か
わ

り
な
く
そ
れ
ぞ
れ
本
有
的
尊
厳
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
…
…
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
誓
約
の
主
要
な
起
草
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ス
ト
ッ

ト
は
解
説
文
の
中
で
、「
神
の
か
た
ち
」
を
「
崇
高
な
聖
書
的
主
張
」
と
し
、「
こ
の
事
実
の
ゆ
え
に
人
間
は
地
上
に
お
い
て
独
得
無
比
の

も
の
で
あ
る
。
…
…
人
間
だ
け
が
理
性
、
良
心
、
支
配
権
、
愛
と
い
っ
た
神
に
似
た
資
質
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
神
に
似
た
存
在
で
あ
る
」

と
す
る
。
(21)

福
音
派
の
神
学
者
で
二
〇
世
紀
の
「
神
の
か
た
ち
」
論
議
に
関
心
を
示
し
、
福
音
主
義
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
Ｃ
・
Ｆ
・
Ｈ
・
ヘ
ン
リ
ー

の
証
言
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
ヘ
ン
リ
ー
は
「
神
の
か
た
ち
」
を
「
源
泉
的
事
実
」
と
し
、
そ
れ
が
堕
落
に
よ
り
汚
さ
れ
（sullied)

、
神

の
救
い
に
よ
り
回
復
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
バ
ル
ト
や
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
論
的
・
終
末
論
的
」
解
釈
に
対
す
る
ヘ
ン
リ
ー
の
批

人間の宗教性と「神のかたち」

19

る
人
間
性
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
創
世
記
一
・
二
六
が
「
神
の
か
た
ち
」
の
創
造
を
記
し
、
バ
ル
ト
が
一
二
六
の
神
学

的
註
解
と
理
解
し
た
一
・
二
七
が
「
神
の
か
た
ち
に
彼
（
人
）
を
創
造
し
、
男
と
女
と
に
彼
ら
を
創
造
し
た
」
と
男
女
の
関
係
に
言
及
す

る
こ
と
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ダ
ム
の
「
神
の
か
た
ち
」
を
存
在
で
は
な
く
関
係
と
み
な
す
立
場
は
、
究
極
的
に
、
ま
た
、

存
在
論
的
に
「
神
の
か
た
ち
で
あ
る
」
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
間
性
に
お
い
て
の
み
我
々
の
人
間
性
の
原
初
の
姿
を
理
解
さ
せ
る
。
(18)

そ
こ
で
、
人
間
の
宗
教
性
は
、
原
初
の
「
神
の
か
た
ち
」
か
ら
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
啓
示
と
の
関
係
で
そ
の

真
偽
が
問
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
福
音
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
人
間
の
堕
罪
性
の
中
で
隠
さ
れ
た
人
間
原
初
の
形
式
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
宗

教
性
の
本
来
の
姿
も
そ
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ｃ
　
ベ
ル
カ
ウ
ワ
ー
の
著
作
は
、
主
著
『
教
義
学
研
究
』
シ
リ
ー
ズ
の
一
巻
で
あ
り
、
伝
統
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
神
学
を
踏
ま
え
、
厳
密

な
聖
書
釈
義
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
内
外
の
神
学
、
哲
学
、
科
学
ま
で
の
諸
資
料
を
駆
使
す
る
力
作
で
は
あ
る
。
興
味
深
い
点
は
、
著
者
が
人
間

論
の
多
元
化
と
混
迷
の
二
〇
世
紀
後
半
に
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
を
提
示
す
る
に
あ
た
り
『
人
間
・
神
の
か
た
ち
』
と
題
し
た
こ
と
で
あ
る
。

現
代
神
学
の
主
要
な
流
れ
に
お
い
て
す
で
に
そ
の
聖
書
的
意
義
を
失
わ
れ
て
い
る
「
神
の
か
た
ち
」
を
あ
え
て
用
い
た
点
で
あ
る
。
二
〇

世
紀
が
人
間
の
不
可
解
さ
、
謎
、
神
秘
さ
に
驚
く
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
解
答
は
聖
書
の
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
に
あ
り
と
す
る
著
者
の

確
信
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
の
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
バ
ル
ト
に
よ
る
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
ベ
ル
カ
ウ
ワ
ー
に
は
両
者
の
評
価
も
批
判
も
あ
る
。

バ
ル
ト
批
判
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
バ
ル
ト
が
創
世
記
一
・
二
七
の
「
男
と
女
」
へ
の
言
及
を
も
っ
て
「
神
の
か
た
ち
」
の
関
係
性
を
説
明

す
る
こ
と
は
聖
書
釈
義
上
正
し
く
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
バ
ル
ト
の
人
間
論
の
核
心
と
も
い
え
る
キ
リ
ス
ト
論
的
枠
組
み
（
私
た
ち
の
人

間
認
識
は
「
真
の
人
間
」
と
し
て
の
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
の
み
基
礎
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
の
み
が
神
に
造
ら
れ
た
人
間
存
在
と
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「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
と
い
う
用
語
が
一
般
化
す
る
の
は
一
九
七
〇
年
代
、
主
に
言
語
学
、
文
学
、
哲
学
と
い
っ
た
人
文
学
の
学
問
領
域

で
あ
っ
た
。
言
語
の
持
つ
重
要
性
に
着
目
し
、
言
語
が
社
会
と
人
間
の
組
織
や
意
識
を
決
定
す
る
と
考
え
る
立
場
で
、
当
初
、

deconstructionism

（
ポ
ス
ト
構
造
主
義
）
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
モ
ダ
ン
＝
構
造
の
通
念
か
ら
の
脱
却
を
意
味
し
た
。
す
な
わ
ち
、
モ
ダ

ン
が
前
提
と
し
た
構
造
（
例
え
ば
、
す
べ
て
の
社
会
と
、
文
化
は
共
通
、
不
変
の
構
造
を
持
ち
、
言
語
も
そ
の
構
造
の
一
つ
で
あ
る
。
ま

た
人
間
は
生
来
的
に
理
性
的
、
倫
理
的
能
力
を
持
ち
、
そ
れ
に
よ
り
人
間
と
社
会
の
あ
り
方
を
決
定
で
き
る
）
を
否
定
し
、
言
語
は
人
間

や
社
会
が
組
み
立
て
う
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
人
間
の
理
性
的
、
倫
理
的
能
力
も
社
会
の
持
つ
主
要
な
力
で
あ
る
言
語
が
形
成
す
る
も

の
と
主
張
し
た
。
こ
の
立
場
を
世
界
一
般
に
適
用
す
れ
ば
、
一
つ
の
普
遍
的
な
世
界
観
に
代
り
、
多
種
多
様
の
見
解
が
成
立
し
、
真
理
の

探
究
に
代
り
個
々
の
解
釈
が
尊
重
さ
れ
、
真
理
の
合
理
性
に
代
り
、
解
釈
者
の
歴
史
的
、
人
格
的
な
関
わ
り
方
が
重
視
さ
れ
、
認
識
の
完

全
性
に
代
り
、
人
間
が
置
か
れ
た
限
定
状
況
の
下
で
の
認
識
の
不
完
全
性
が
妥
当
と
さ
れ
、
道
徳
や
生
き
方
の
普
遍
性
に
代
り
、
あ
い
ま

い
さ
や
自
己
満
足
が
容
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
潮
が
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
ソ
連
邦
の
解
体
、
国
家
主
義
の
し
め
つ
け
の
緩
和
な

ど
の
世
界
史
的
動
き
と
結
ん
で
、
今
日
モ
ダ
ン
・
現
代
に
挑
戦
す
る
、
世
界
大
の
現
象
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
で
あ

る
。

(1)
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
宗
教

ａ
　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
し
ば
し
ば
宗
教
の
復
権
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
啓
蒙
主
義
時
代
以
来
の
近
代
精
神
が
旧
体
制
の
支

柱
で
あ
っ
た
既
成
宗
教
を
攻
撃
し
新
体
制
を
築
い
て
現
代
に
至
っ
た
が
、
現
代
の
行
き
詰
り
に
対
し
、
そ
の
原
因
が
近
代
精
神
の
宗
教
軽

視
に
あ
る
と
し
て
宗
教
の
復
権
を
叫
ぶ
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
既
成
宗
教
か
ら
の
復
権
の
叫
び
も
多
く
見
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
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判
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。

(i)
「
神
の
か
た
ち
」
を
存
在
論
的
な
「
状
態
」(state

）
で
は
な
く
関
係
（relation

）
と
解
す
る
た
め
、
ア
ダ
ム
の
原
初
の
「
か
た
ち
」

の
純
粋
性
・
完
全
性
が
見
失
わ
れ
る
。

(ii)
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
啓
示
や
終
末
か
ら
創
造
を
見
る
た
め
、
聖
書
の
教
え
る
「
神
の
か
た
ち
」
で
の
創
造
と
堕
落
の
意
義
が
失
わ
れ
、

結
果
と
し
て
救
済
論
で
万
人
救
済
説
に
陥
る
危
険
が
あ
る
。

(iii)
創
造
と
堕
落
を
歴
史
的
事
実
と
せ
ず
「
信
仰
に
よ
る
応
答
」（faith

response

）
と
理
解
す
る
こ
と
は
、「
神
の
か
た
ち
」
の
原
初
の
完

成
と
「
か
た
ち
」
が
堕
落
後
も
残
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
。
と
り
わ
け
、
第
三
点
と
の
関
係
で
は
、
バ
ル

ト
や
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
「
論
理
形
式
」（the

form
s
oflogic

）
や
「
概
念
的
神
知
識
」(a

conceptualknow
ledge

ofG
od

）
を
「
神
の
か
た

ち
」
か
ら
排
除
し
た
と
批
判
し
て
い
る
。
(22)

こ
の
最
後
の
点
に
関
し
て
は
、
ヘ
ン
リ
ー
が
編
者
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
事
典
で
、

「
神
の
か
た
ち
」
の
項
を
Ｇ
・
Ｈ
・
ク
ラ
ー
ク
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
福
音
派
で
一
般
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
立
場
（「
神
の
か
た
ち
」
は
知
性
（
合
理
性
）、
義
、
聖
さ
に
よ
り
成
り
立
つ
）
を
評
価
し
つ
つ
、「
神
の
か
た
ち
は
理
性

あ
る
い
は
知
性
に
ち
が
い
な
い
」
と
断
定
し
て
い
る
。
(23)

い
ず
れ
に
し
ろ
、
福
音
派
の
聖
書
主
義
、
直
線
的
な
歴
史
観
、
主
知
主
義
に
基
づ
い
て
の
「
神
の
か
た
ち
」
解
釈
が
今
日
の
宗
教
性
に

関
す
る
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
う
る
か
は
現
在
進
行
形
の
課
題
で
も
あ
ろ
う
。

２
　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
日
本
と
真
の
宗
教
性

20



世
界
が
注
目
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
、
社
会
性
が
モ
ダ
ン
社
会
の
会
員
資
格
で
あ
り
、
順
応
が
美
徳
で
あ
る
よ
う
な
世
界
で

は
、
登
校
拒
否
や
落
ち
こ
ぼ
れ
に
見
ら
れ
る
個
人
的
逃
避
行
為
や
、
と
り
わ
け
宗
教
が
ら
み
の
厭
世
主
義
の
場
合
の
よ
う
に
共
同
体
を
形

成
す
る
逃
避
行
為
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
現
象
と
も
言
え
よ
う
。
ジ
ル
・
ケ
ペ
ル
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
典
型
的
宗
教
運
動
と
し
て
キ
リ
ス
ト

教
の
カ
リ
ス
マ
・
グ
ル
ー
プ
、
ユ
ダ
ヤ
世
界
の
ル
バ
ヴ
ィ
チ
、
最
大
規
模
の
イ
ス
ラ
ム
超
国
家
組
織
タ
ブ
リ
ー
グ
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
が

「
真
の
信
者
た
ち
の
共
同
体
を
今
、
こ
こ
で
即
刻
つ
く
り
、
一
気
に
彼
ら
を
現
世
の
慣
例
か
ら
手
を
切
ら
せ
て
、
日
常
生
活
の
中
で
ド
グ

マ
の
戒
律
と
聖
霊
の
厳
命
を
実
行
に
移
さ
せ
よ
う
と
し
」
ま
た
「
こ
の
世
の
論
理
か
ら
超
然
と
身
を
引
き
離
し
、
た
と
え
ば
、
個
人
の
宗

教
体
験
に
基
づ
い
て
共
同
体
の
連
帯
が
結
ば
れ
る
よ
う
な
、
べ
つ
の
形
態
の
生
活
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、

し
ば
し
ば
、
近
代
性
の
最
先
端
技
術
を
わ
が
も
の
と
す
る
」
と
言
う
。
(26)

こ
の
表
現
は
大
筋
に
お
い
て
オ
ー
ム
真
理
教
に
も
該
当
し
よ

う
。さ

て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
一
般
に
対
し
て
も
問
い
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
宗
教
は
モ
ダ
ン
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
で
、
新
し
い
時
代
を
創
造
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
評
価
は
分
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
の

一
人
で
宗
教
人
類
学
者
の
中
沢
新
一
の
評
価
は
厳
し
い
。
中
沢
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
世
界
を
支
配
し
て
い
た
諸
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
が
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
後
に
く
ず
れ
、
魅
力
的
に
見
え
た
現
実
（
リ
ア
ル
）
が
幻
想
に
な
る
中
で
、
今
の
世
界
と
は
別
の
と
こ
ろ
に

出
て
い
き
た
い
と
の
若
者
た
ち
の
願
望
を
受
け
止
め
た
の
が
諸
宗
教
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
ら
の
宗
教
が
「
か
っ
て
親
た
ち
の
世
代
を
と

ら
え
て
い
た
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
代
用
物
だ
と
は
知
ら
な
い
で
、
宗
教
的
な
共
同
体
の
中
に
は
、
新
し
い
別
の
世
界
が
あ
る
の
だ
、
と
思

い
込
も
う
と
し
た
」
と
す
る
。
(27)

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
諸
宗
教
は
「
ひ
と
と
き
の
代
用
物
」
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

ｃ
　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
宗
教
運
動
を
キ
リ
ス
ト
教
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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近
代
精
神
と
対
決
姿
勢
を
保
持
し
続
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
法
皇
庁
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
変
に
あ
た
り
教
会
の
復
権
に
動
い
た
こ
と
や
離

婚
・
人
工
中
絶
・
女
性
教
職
問
題
な
ど
に
対
す
る
一
貫
し
た
教
え
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
は
ホ
メ
イ
ニ
の
亡
命
先
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
凱
旋
帰

国
や
そ
の
後
の
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
拡
大
な
ど
の
例
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
ジ
ル
・
ケ
ペ
ル
は
復

権
を
現
代
へ
の
急
進
的
な
「
復
讐
」
と
位
置
付
け
、
そ
の
主
役
は
既
成
教
団
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
よ
り
は
「
動
き
は
じ
め
た
信
者
た
ち
」

が
担
っ
て
い
る
と
す
る
。
伝
統
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
イ
ス
ラ
ム
移
民
の
増
加
と
急
ピ
ッ
チ
で
の
モ
ス
ク

建
設
、
一
九
八
〇
年
代
の
米
国
で
は
レ
ー
ガ
ン
が
「
道
徳
的
多
数
派
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
福
音
主
義
者
や
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
の
票

を
多
く
得
て
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
や
カ
リ
ス
マ
運
動
の
主
要
教
会
へ
の
浸
透
が
例
証
さ
れ
る
。
(24)

一
九
六
〇
年
代
に
『
世
俗
都

市
』
を
世
に
問
う
た
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
・
コ
ッ
ク
ス
は
『
世
俗
都
市
の
宗
教
』
の
中
で
現
状
を
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。「
近
代
世
界
の
支
配

者
た
ち
は
、
自
分
が
追
放
し
よ
う
と
努
め
た
宗
教
を
ま
た
世
界
に
呼
び
戻
し
て
、
神
が
法
と
秩
序
の
基
礎
付
け
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望

ん
だ
。
だ
が
彼
ら
は
予
期
し
た
以
上
の
こ
と
を
背
負
い
込
む
破
目
に
な
っ
た
。
い
っ
た
ん
動
き
出
し
た
ら
、
宗
教
復
興
は
制
御
が
き
か
な

い
」
と
。
(25)

ｂ
　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
文
化
一
般
、
諸
科
学
、
哲
学
な
ど
か
ら
政
治
や
経
済
ま
で
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、

な
ぜ
宗
教
的
な
表
現
と
し
ば
し
ば
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
宗
教
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
克
服
す
る
も
の
で
、
モ

ダ
ン
の
行
き
詰
り
を
打
開
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

モ
ダ
ン
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
の
対
比
を
単
純
化
し
て
表
現
す
れ
ば
、
自
然
　
対
　
超
自
然
、
普
遍
　
対
　
個
、
合
理
性
　
対
　
人
格
性
、

社
会
性
　
対
　
個
別
性
、
順
応
　
対
　
自
由
、
な
ど
と
な
り
、
後
者
は
い
ず
れ
も
が
宗
教
的
な
も
の
と
結
び
付
く
要
素
を
持
っ
て
い
よ
う
。

自
然
を
支
配
す
る
こ
と
で
近
代
社
会
や
文
化
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
越
え
る
と
し
た
ら
自
然
の
周
辺
の
神
秘
や
超
自
然
の
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タ
リ
ズ
ム
」
と
も
呼
び
、
自
由
主
義
神
学
へ
の
反
動
と
し
て
の
意
義
は
認
め
る
も
の
の
、「
個
人
の
救
い
主
」
の
強
調
を
も
っ
て
キ
リ
ス

ト
教
を
「
矮
小
化
」
す
る
も
の
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
神
学
に
貢
献
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
否
定
的
で
あ
る
。
(30)

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
宗
教
運
動
の
評
価
は
「
代
用
物
」、「
避
難
所
」、「
新
し
い
宗
教
改
革
」（
コ
ッ
ク
ス
）
と
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
が
近
代
を
越
え
て
、
新
し
い
時
代
を
画
す
る
か
の
最
終
評
価
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

(2)
「
神
の
か
た
ち
」（
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
）
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム

ａ
　
前
項
で
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
宗
教
と
の
関
係
を
キ
リ
ス
ト
教
を
も
含
め
て
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
第
一
章
で
歴
史
的

回
顧
を
試
み
た
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
間
論
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
第
一
の
点
は
、「
神
の
か
た
ち
」
理
解
が
一
見
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
間
論
と
不
協
和
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ

リ
ス
ト
教
神
学
が
こ
の
「
神
の
か
た
ち
」
に
人
間
存
在
の
普
遍
性
の
根
拠
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
そ
の
よ
う
な

普
遍
性
を
否
定
し
個
別
性
や
多
元
性
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
格
別
、「
神
の
か
た
ち
」
理
解
を
め
ぐ
っ
て
の
「
形
式
と
内
実
の
二
元
論
」、

「
か
た
ち
」
を
存
在
論
的
な
内
実
ま
た
は
状
態
と
す
る
こ
と
、
内
実
を
理
性
、
道
徳
性
、
宗
教
性
と
同
一
視
す
る
立
場
は
不
協
和
で
あ
る
。

伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
神
学
、
宗
教
改
革
、
正
統
主
義
、
と
り
わ
け
人
間
の
理
性
的
行
動
を
鍵
と
み
な
す
福
音
主
義
の
「
か
た
ち
」
理
解

は
一
括
し
て
相
容
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
よ
う
。

第
二
の
点
と
し
て
、
そ
れ
で
は
二
〇
世
紀
に
、
あ
る
意
味
で
モ
ダ
ン
と
対
決
し
て
弁
証
法
神
学
・
新
正
統
主
義
と
呼
ば
れ
る
立
場
を
築

い
た
ブ
ル
ン
ナ
ー
や
バ
ル
ト
の
「
か
た
ち
」
理
解
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
彼
ら
は
「
か
た
ち
」
を
存
在
論
的
に
「
理
性
」
や
「
状

態
」
と
し
て
で
は
な
く
、
終
末
論
・
キ
リ
ス
ト
論
的
関
係
で
と
ら
え
よ
う
と
し
、
人
間
を
普
遍
的
に
理
性
的
存
在
と
見
る
よ
り
は
神
の
こ

人間の宗教性と「神のかたち」
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『
希
望
の
神
学
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
Ｊ
・
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
七
一
年
に
『
人
間
』
と
題
す
る
書
を
公
に
し
、
来
る
べ
き
時
代
の

キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
を
試
み
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
近
代
の
産
業
社
会
が
産
み
出
し
た
も
の
を
「
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
千
年
王
国
」
と
呼

び
、「
世
俗
都
市
」
を
「
天
な
る
神
の
都
の
投
影
」
と
し
、
聖
書
が
記
す
「
神
の
都
に
も
は
や
神
殿
が
な
い
よ
う
に
、
近
代
の
メ
ガ
ロ
ポ

リ
ス
に
は
も
は
や
宗
教
は
な
く
、
成
人
し
た
人
間
が
住
ん
で
い
る
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
千
年
王
国
が
行
き
詰
り
、
自
然
と
社
会
の

環
境
破
壊
、
人
間
疎
外
を
も
た
ら
し
て
没
落
に
向
か
う
中
に
、
も
う
一
つ
の
、「
世
界
の
没
落
に
お
け
る
避
難
所
」
と
し
て
の
運
動
が
発

生
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
の
終
り
を
告
げ
る
聖
書
の
黙
示
録
に
ち
な
ん
で
、
モ
ル
ト
マ
ン
が
「
技
術
の
黙
示
録
」
と
呼
ぶ
運
動
で
、「
世

界
の
ど
こ
か
に
敬
虔
な
者
が
こ
の
大
惨
劇
か
ら
逃
れ
う
る
避
難
所
を
求
め
た
」
と
し
、
敬
虔
な
者
の
例
と
し
て
ヒ
ッ
ピ
ー
や
ビ
ー
ト
族
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
(28)

モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
れ
ら
を
世
俗
都
市
の
宗
教
運
動
と
み
な
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
の
こ
と
ば
で
い
う
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
宗
教
運
動
に
相
当
す
る
と
言
え
よ
う
が
、「
避
難
所
」
と
い
う
表
現
が
興
味
深
い
。

コ
ッ
ク
ス
の
『
世
俗
都
市
の
宗
教
』
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
神
学
の
任
務
」

を
「
近
代
に
よ
っ
て
人
間
の
自
己
規
律
と
社
会
的
統
制
の
意
識
的
な
手
段
に
堕
落
さ
せ
ら
れ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
真
の
目
的
を
回
復
す

る
こ
と
」
と
し
た
。
(29)

近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
の
堕
落
と
は
、
シ
ェ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
「
宗
教
に
う
ん
ざ

り
し
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
」
近
代
人
、
教
養
人
を
相
手
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
近
代
世
界
に
適
応
さ
せ
る
努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
意

味
し
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
こ
の
努
力
の
終
り
を
意
味
し
た
。
そ
こ
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
担
い
手
は
教
会
の
「
外
縁

部
分
」
の
人
々
、
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
の
「
宗
教
の
軽
蔑
者
」
で
は
な
く
「
近
代
世
界
の
軽
蔑
者
」
た

ち
、
さ
ら
に
差
別
さ
れ
て
き
た
黒
人
や
女
性
な
ど
で
あ
る
。
(30)

格
別
、
コ
ッ
ク
ス
は
北
米
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
南
・
中
米
か

ら
出
た
解
放
の
神
学
を
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
代
表
的
宗
教
運
動
と
し
て
特
筆
す
る
。
し
か
し
、
解
放
の
神
学
に
は
、
他
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神

学
な
ど
と
同
様
好
意
的
評
価
を
下
す
が
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
（
福
音
主
義
と
は
区
別
し
て
い
な
い
）
は
「
政
治
的
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
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ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
完
全
な
生
へ
の
憧
憬
」
が
あ
り
、
中
沢
新
一
が
言
う
「
自
分
た
ち
の
い
ま
あ
る
生
命
を
、
生
命
そ
の
も
の
と

は
別
の
、
意
味
と
か
夢
と
か
の
た
め
に
で
は
な
く
、
そ
れ
を
リ
ア
ル
と
し
て
生
き
て
み
た
い
と
い
う
願
望
」
が
あ
る
。
(33)

ま
た
、
世

界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
の
前
総
主
事
で
あ
っ
た
Ｗ
・
Ａ
・
ヴ
ィ
セ
ル
ト
・
ホ
ー
フ
ト
が
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
支
配
し
て
い
る
精
神

は
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
く
「
新
異
教
的
ヴ
ァ
イ
タ
リ
ズ
ム
（
生
気
論
）」
で
あ
る
と
す
る
場
合
の
、
生
へ
の
全
面
肯
定
の
姿
勢

で
あ
り
、
生
命
力
へ
の
信
仰
と
い
え
よ
う
。
(34)

こ
こ
で
の
生
命
と
は
単
な
る
生
物
学
上
の
生
命
で
は
な
し
に
、
聖
書
が
「
永
遠
の
生

命
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
奥
義
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
間
が
「
神
の
か
た
ち
」
に
創
造
さ
れ
た
と
の
教
え
は
、
ま
さ
に
、
他
の
被
造
生

命
体
か
ら
人
間
を
区
別
し
、
神
の
世
界
に
起
源
を
持
つ
人
間
の
原
初
的
存
在
を
ト
ー
タ
ル
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

(ii)
こ
の
ヴ
ァ
イ
タ
リ
ズ
ム
と
関
係
す
る
の
が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
活
動
原
理
と
言
わ
れ
る
「
全
体
論
（holism

）」
で
あ
る
。
人
間

を
理
性
と
非
理
性
、
霊
と
肉
、
精
神
と
肉
体
な
ど
と
分
け
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
、
人
格
と
し
て
と
ら
え
る
姿
勢
で

あ
る
。
モ
ダ
ン
が
「
真
理
は
客
観
的
で
あ
り
、
合
理
的
で
あ
る
」
と
し
た
こ
と
へ
の
反
動
と
し
て
、
人
間
の
感
情
、
直
感
、
潜
在
能
力
、

宗
教
性
、
尊
厳
性
な
ど
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
で
は
注
目
さ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
全
体
と
し
て
の
人
間
（
魂
と
肉
体
、
男
と
女
）
が
「
神

の
か
た
ち
」
と
し
て
の
尊
厳
性
を
も
っ
て
、
神
と
交
り
う
る
人
格
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
堕
落
に
よ
り
こ
の
全
人
格
が
罪

に
堕
っ
た
こ
と
を
教
え
る
。
人
間
の
起
源
を
下
等
生
物
と
結
び
付
け
る
進
化
論
や
人
間
を
社
会
や
文
化
の
「
構
造
」
の
一
部
分
と
み
な

す
モ
ダ
ン
の
人
間
論
に
対
し
、「
神
の
か
た
ち
」
論
は
最
も
総
括
的
な
全
体
論
を
提
示
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

(iii)
ヴ
ァ
イ
タ
リ
ズ
ム
と
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
密
接
に
関
連
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
モ
チ
ー
フ
に
「
コ
ミ
ュ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
共
同
体
意
識
）」
が

あ
ろ
う
。
先
に
見
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
宗
教
運
動
の
特
徴
が
共
同
体
形
成
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。
モ
ダ
ン
が
「
生
」
を
追

求
し
、「
死
」
の
疎
外
と
忘
却
に
努
め
た
こ
と
に
対
し
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
「
死
」
に
対
し
て
も
深
い
関
心
を
示
す
。
中
沢
新
一
は

「
死
そ
の
も
の
が
絶
対
な
リ
ア
ル
」
と
し
、
人
間
は
そ
の
死
を
通
し
て
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

人間の宗教性と「神のかたち」
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と
ば
の
も
と
に
裁
か
れ
る
べ
き
存
在
と
し
、
創
造
と
か
堕
落
と
い
っ
た
人
間
の
過
去
を
問
う
よ
り
は
、「
い
ま
、
こ
こ
で
」
の
実
存
を
問

題
と
す
る
こ
と
な
ど
で
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
間
論
と
共
通
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
(31)

し
か
し
、
第
三
の
点
と
し
て
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
や
バ
ル
ト
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
人
間
論
の
間
に
存
在
す
る
根
本
的
な
相
違
も
見
落
と
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
や
バ
ル
ト
が
際
限
な
く
神
か
ら
離
れ
て
い
く
二
〇
世
紀
の
近
代
人
を
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
な
ぎ
留

め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
モ
ダ
ン
以
上
に
人
間
の
自
由
を
追
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
は

福
音
の
視
点
か
ら
見
て
人
間
を
「
矛
盾
・
反
抗
」
と
と
ら
え
、
バ
ル
ト
は
「
神
の
さ
ば
き
」
や
「
堕
落
性
」
の
中
に
あ
る
人
間
と
と
ら
え

た
。
し
か
し
、
人
間
論
に
関
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
「
前
近
代
」
に
戻
っ
た
の
で
は
な
く
、
モ
ル
ト
マ
ン
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
の
「
人
間
学
は
普
遍
学
、
人
間
学
の
秘
義
は
人
間
神
化
」
と
い
う
主
張
の
延
長
線
上
で
、
神
に
対
す
る
人
間
の
自
由
を
主
張

す
る
。
(32)

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
や
バ
ル
ト
も
現
代
の
挑
戦
を
無
視
し
て
、
伝
統
の
権
威
を
再
肯
定
す
る
も
の

と
断
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

ｂ
　
そ
れ
で
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
中
核
と
い
え
る
「
神
の
か
た
ち
」
の
教
え
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
有
意
義
な
関
わ

り
、
ま
た
、
結
合
点
と
呼
べ
る
も
の
を
持
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
の
教
え
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
今
日
に
見
ら
れ
る
宗
教

混
乱
に
明
確
な
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
多
元
論
の
時
代
に
お
け
る
個
々
の
宗
教
の
主
張
は
、
そ
れ
が
い

か
に
首
尾
一
貫
で
総
括
的
な
世
界
観
を
提
示
し
、
直
面
す
る
諸
課
題
に
い
か
に
有
効
的
に
対
応
で
き
る
か
で
評
価
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
は
こ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
断
片
的
な
が
ら
、
結
合
点
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙

げ
て
み
る
。

(i)
モ
ダ
ン
の
行
き
詰
り
の
中
か
ら
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
生
み
出
す
力
に
、
モ
ル
ト
マ
ン
が
言
う
「
失
わ
れ
た
、
素
朴
な
、
あ
る
い
は
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(ii)
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
応
し
て
、
福
音
主
義
（
神
学
）
も
「
ポ
ス
ト
個
人
主
義
（post-individualism

)

」
で
共
同
体
意
識
に
立
脚
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聖
書
は
共
同
体
の
形
成
は
人
類
に
対
す
る
神
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
す
る
。（
グ
レ
ン
ツ
は
〈
共
同
体
〉
に

言
及
す
る
が
、〈
教
会
〉
と
は
言
わ
な
い
。）

(iii)
福
音
主
義
も
「
ポ
ス
ト
合
理
主
義
（post-rational)

」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
「
奥
義
」
に
場
を
与
え
る
必
要

が
あ
り
、
不
合
理
（irrational

）
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
基
本
的
に
は
「
非
合
理
あ
る
い
は
超
合
理
（non-rationalorsupra-rational

）」

な
神
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
社
会
理
論
か
ら
学
び
つ
つ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
共
同
体
意

識
の
中
に
罪
、
恩
恵
、
疎
外
、
和
解
な
ど
の
神
学
理
念
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

(iv)
ポ
ス
ト
合
理
主
義
の
福
音
主
義
は
「
全
体
論
的
（holistic

）」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
音
は
統
一
あ
る
全
体
と
し
て
の
人
間
、
そ

の
人
格
に
向
け
ら
れ
、
ま
た
、
聖
書
に
基
づ
き
人
間
を
神
と
、
自
然
と
隣
人
へ
の
正
し
い
関
係
に
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

(v)
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
福
音
主
義
は
霊
性
（spirituality

）
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
モ
ダ
ン
の
合
理
主
義
に
対
し
て
、
過
去
の

敬
虔
主
義
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
正
し
い
頭
脳
」
に
「
正
し
い
心
」
を
優
先
さ
せ
、
人
間
の
全
人
格
的
、
霊
的
な
変
革

（transform
ation

）
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
グ
レ
ン
ツ
の
主
張
は
福
音
主
義
神
学
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
で
あ
り
う
る
、
と
い
う
も
の
で
、
コ
ン
テ
キ
ス
チ
ュ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
の
試
み
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
福
音
主
義
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
表
層
的
類
似
性
を
問
い
、
よ
り
本
質
的
な
「
信
仰
と
理
性
」、

「
キ
リ
ス
ト
教
と
近
代
」
な
ど
の
問
題
、
さ
ら
に
福
音
主
義
が
近
代
主
義
や
自
由
主
義
神
学
と
対
峙
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
と
ポ
ス

ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
な
ど
が
未
整
理
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
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な
生
と
死
の
体
験
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
共
同
体
意
識
の
中
で
生
起
す
る
と
さ
れ
る
。「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
神
学
は
、
か
ら
だ
に
、
人
間
の

共
同
体
の
性
質
に
、
生
と
死
の
問
題
に
、
関
心
を
集
中
さ
せ
る
だ
ろ
う
」
と
し
た
コ
ッ
ク
ス
は
、
人
間
が
世
俗
領
域
に
出
て
苦
悩
し
、

共
同
体
に
戻
っ
て
苦
悩
が
癒
さ
れ
る
こ
と
を
キ
リ
ス
ト
の
復
活
と
人
間
の
か
ら
だ
の
よ
み
が
え
り
、
そ
し
て
秘
義
的
な
か
ら
だ
と
し
て

の
共
同
体
の
よ
み
が
え
り
の
モ
チ
ー
フ
と
重
ね
る
。
(35)

「
神
の
か
た
ち
」
と
原
初
の
共
同
体
で
あ
る
「
男
と
女
」
に
人
間
が
創
造
さ

れ
た
事
実
は
、
バ
ル
ト
が
そ
れ
を
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
で
あ
る
教
会
と
結
び
付
け
る
よ
う
に
、
神
学
に
お
い
て
は
教
会
論
に
、
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
人
間
論
と
の
関
連
で
は
共
同
体
意
識
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ｃ
　
先
に
、
ジ
ル
・
ケ
ペ
ル
や
コ
ッ
ク
ス
が
北
米
の
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
を
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
代
表
的
運
動
の
一
つ
と
し
た
こ

と
に
触
れ
た
。
ま
た
、
福
音
主
義
や
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
台
頭
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
興
隆
と
歴
史
的
に
は
重
な
り
、

『
タ
イ
ム
』
と
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
両
誌
が
一
九
七
六
年
を
「
福
音
主
義
者
の
年
」
と
呼
ん
だ
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、

福
音
主
義
は
、
ま
た
、
そ
の
人
間
論
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
へ
の
応
答
と
し
て
、
福

音
主
義
神
学
者
Ｓ
・
Ｊ
・
グ
レ
ン
ツ
の
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
福
音
主
義
神
学
の
将
来
」
(36)

と
題
す
る
興
味
深
い
論
文
を
紹
介
す
る
。

グ
レ
ン
ツ
は
福
音
主
義
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
に
適
応
し
、
ま
た
、
福
音
宣
教
の
使
命
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
挑
戦
に
対
応
し
う
る
か
を

問
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
旨
を
以
下
に
要
約
す
る
。

(i)
近
代
性
（
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
）
の
批
判
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
応
、
福
音
主
義
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
「
基
本
的
な
合
意
」

が
あ
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
哲
学
者
の
中
に
は
福
音
主
義
と
は
相
容
れ
な
い
懐
疑
主
義
が
あ
る
も
の
の
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
る

近
代
合
理
主
義
（
認
識
の
確
か
さ
や
客
観
性
、
人
間
の
善
性
の
主
張
）
へ
の
批
判
を
評
価
し
う
る
し
、
福
音
主
義
と
し
て
理
性
を
越
え

た
真
理
や
信
仰
に
よ
る
認
識
の
重
要
性
を
強
調
で
き
る
。
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義
の
悪
循
環
か
ら
生
じ
て
い
る
」
と
し
て
、「
超
自
然
の
絶
対
者
と
い
う
観
念
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
ど
ん
な
思
想
も
主
張
も
…
…
所
詮

は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
す
ぎ
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。
(38)

絶
対
者
・
神
か
ら
絶
縁
さ
れ
て
い
る
日
本
に
お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
、
海
外
か

ら
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想
や
運
動
の
流
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ｂ
　
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
に
お
け
る
「
神
の
か
た
ち
」
は
超
越
的
な
創
造
神
と
被
造
物
に
す
ぎ
な
い
自
然
と
の
明
確
な
対
立
の
構
図
を
想

定
し
、「
神
の
か
た
ち
」
に
創
ら
れ
た
人
間
を
両
者
の
中
間
に
、
し
か
も
両
者
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
、
ま
た
、
両
者
へ
の
責
任
を
問
わ

れ
る
中
で
位
置
付
け
ら
れ
る
。
神
、
自
然
、
人
間
が
明
確
に
区
別
さ
れ
う
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
の
上
に
立
て
ら
れ
た
理
論
だ
か
ら
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
神
の
か
た
ち
」
理
解
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
上
の
伝
統
的
解
釈
に
対
し
西
欧
近
代
は
対
決
し
、
そ
れ
を
否

定
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
人
間
中
心
的
な
理
論
と
す
る
か
の
抗
争
が
あ
っ
た
。
神
、
自
然
、
人
間
が
一
元
論
的
に
共
存
し
、
ア
ニ

ミ
ズ
ム
的
な
あ
い
ま
い
さ
の
日
本
で
「
人
間
と
は
な
に
か
」
の
問
が
真
実
に
成
立
す
る
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
日
本
が
外
来

思
想
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
も
当
然
問
題
と
な
る
。
文
芸
評
論
家
の
加
藤
周
一
は
『
日
本
文
学
史
序
説
』

（1975

）
に
お
い
て
、
一
方
で
日
本
文
化
の
持
つ
排
他
性
・
閉
鎖
性
を
指
摘
し
、
他
方
で
外
来
思
想
の
導
入
に
あ
た
り
、
土
着
文
化
に
よ

る
「
日
本
化
」
が
行
わ
れ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
外
来
思
想
が
仏
教
、
儒
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
マ
ル
ク
ス
主
義
な
ど
の
よ
う
に
高
度
に
体

系
的
、
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
、「
日
本
化
」
の
方
向
は
一
定
で
、

(i)

抽
象
的
・
理
念
的
な
面
の
切
り
捨
て

(ii)

包
括
的
な
体
系
の
解
体
と
そ
の
実
際
的
な
特
殊
領
域
へ
の
還
元

(iii)

超
越
的
な
原
理
の
排
除

(iv)

彼
岸
的
な
体
系
の
此
岸
的
な
再
解
釈
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(3)
「
神
の
か
た
ち
」
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
日
本
？

一
九
九
六
年
一
一
月
開
催
の
第
八
回
日
本
福
音
主
義
神
学
会
全
国
研
究
会
議
は
「
今
日
の
宗
教
的
混
乱
と
宣
教
の
責
務
―
―
真
の
宗
教

性
の
回
復
の
た
め
に
―
―
」
を
主
題
と
し
た
。
こ
れ
は
今
の
時
代
が
宗
教
の
世
界
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
人
間
の
宗

教
性
の
混
乱
も
生
じ
た
た
め
「
真
の
宗
教
性
の
回
復
」
を
問
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
既
成
宗
教
と
多
様
な
新
し
い
宗

教
が
対
立
・
混
在
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
の
宗
教
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
宣
教
の
責
務
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
今
日
の
日
本

の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
論
の
最
後
に
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
観
点
か
ら
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
日

本
の
宗
教
性
の
問
題
に
言
及
す
る
。

ａ
　
ま
ず
、「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
は
モ
ダ
ン
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
超
越
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
が
、
宗
教
を
め
ぐ
る

日
本
の
実
情
は
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
行
程
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
け
る
近
代
の
確
立
に
疑
問
を
呈
し
た
の
は
、
戦

後
日
本
へ
の
厳
し
い
批
判
者
と
し
て
知
ら
れ
た
福
田
恆
存
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
大
木
英
夫
・
富
岡
幸
一
郎
共
著
の
『
日
本
は
変
わ
る

か
？
』
に
お
い
て
富
岡
は
、
福
田
の
一
九
四
七
年
の
文
章
「
近
代
の
超
克
と
は
な
に
ご
と
で
あ
る
の
か
―
―
ぼ
く
た
ち
は
超
克
す
べ
き
真

の
近
代
を
も
た
ず
、
し
か
も
近
代
の
反
逆
超
克
す
べ
き
中
世
を
持
た
な
か
っ
た
。」
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
富
岡
は
最
近
の
「
江
戸

学
」
ブ
ー
ム
な
ど
に
「
日
本
の
近
代
の
は
ら
む
問
題
性
を
、
前
近
代
（
プ
レ
・
モ
ダ
ン
）
の
な
か
に
解
消
し
て
し
ま
う
も
の
」、「
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
徒
花
」、
と
す
る
。
(37)

福
田
は
日
本
の
思
想
に
お
い
て
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
超
越
神
が
支
配
し
た
中
世
に
対

抗
し
、
世
界
を
神
の
支
配
か
ら
地
上
の
人
間
の
支
配
へ
と
勝
ち
取
る
と
い
う
過
程
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
、
天
皇
制

を
棄
て
た
戦
後
の
日
本
が
「
単
純
な
相
対
主
義
の
泥
沼
」
の
中
に
お
り
、「
戦
後
の
混
乱
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
こ
の
平
板
な
相
対
主
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ｃ
　
冒
頭
で
ヨ
ブ
の
独
白
、「
超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
限
界
」
を
も
っ
て
本
論
を
始
め
た
。
そ
こ
で
、「
神
の
か
た
ち
」
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
神
と
い
う
絶
対
者
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
人
間
は
「
超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
限
界
」
を
負
わ
さ
れ
た
存

在
で
し
か
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
宣
教
の
地
日
本
を
見
れ
ば
、
そ
こ
で
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
現
象
は
蔓
延
し
、

宗
教
も
宗
教
学
も
宗
教
関
係
の
出
版
も
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
「
超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
限
界
」
を
覚
え
て
、
真
の
宗
教

性
を
求
め
る
人
間
論
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
宗
教
混
乱
」
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
業
だ
と
し
て
も
、
そ
の
混
乱
を
怪
力
乱
麻

を
断
つ
よ
う
に
分
析
し
、
真
の
宗
教
性
を
示
す
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
責
務
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
日
本
の
神
学
に
お

い
て
人
間
論
が
比
較
的
に
不
毛
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、「
神
の
か
た
ち
」
理
解
、
と
り
わ
け
福
音
主
義
の
理
解
が
人
間
を
あ
ま
り
に
形

式
的
、
主
知
主
義
的
に
理
解
し
た
こ
と
を
反
省
し
、
ベ
ル
カ
ウ
ワ
ー
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
も
う
一
度
聖
書
の
釈
義
と
神
学
へ
の
回
帰
を

通
し
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
の
宣
教
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
貢
献
で
き
る
人
間
論
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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(v)

体
系
の
排
他
性
の
緩
和

と
し
た
。

こ
の
「
日
本
化
」
の
方
向
を
キ
リ
ス
ト
教
に
当
て
は
め
る
と
す
る
と
、
日
本
は
キ
リ
ス
ト
教
を
神
学
や
思
想
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
た
、

組
織
的
な
神
学
や
世
界
観
と
し
て
で
あ
る
よ
り
は
倫
理
や
教
育
に
お
い
て
役
立
つ
宗
教
と
し
て
、
創
造
論
や
終
末
論
抜
き
の
救
済
宗
教
あ

る
い
は
現
世
的
な
処
世
訓
と
し
て
、
さ
ら
に
、
排
他
的
で
あ
る
よ
り
は
愛
を
説
く
寛
容
な
宗
教
と
し
て
受
容
し
た
と
い
え
る
。
当
然
、
創

造
論
に
基
づ
く
「
神
の
か
た
ち
」
を
め
ぐ
っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
内
部
で
の
論
争
や
他
宗
教
と
の
有
効
な
対
話
が
十
分
な
さ
れ
た
と
は
思
え

な
い
。

さ
ら
に
、
責
任
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
側
に
も
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
当
初
よ
り
二
つ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
て
い
た
。
第

一
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
神
学
が
確
立
さ
れ
た
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
と
近
代
の
確
立
を
見
た
一
八
世
紀
啓
蒙
主
義
を
経
験
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
ま
た
神
学
と
近
代
思
想
と
の
相
克
を
体
験
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
皮
相
的
な
欧
米
の
神
学
の
受
容
に
終
始
す
る
危
険
性

で
あ
る
。
第
二
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
一
九
世
紀
後
半
に
再
導
入
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
制
約
、
と
り
わ
け
初
期
の
日
本
宣
教
に
あ
た
っ
た

欧
米
の
宣
教
団
体
や
宣
教
師
が
多
く
、
敬
虔
主
義
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
福
音
主
義
、
英
米
の
信
仰
覚
醒
運
動
の
流
れ
か
ら
出
、
宣
教
を
旗
印

と
し
た
保
守
的
福
音
主
義
に
属
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
福
音
主
義
的
、
聖
書
主
義
的
特
徴
は
し
ば
し
ば
教
会
の
伝
統
や
神
学
の

研
究
の
軽
視
に
つ
な
が
っ
た
。
一
九
四
五
年
の
敗
戦
を
機
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
「
神
学
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
も
い
え
る
、
活
発
で
、
本

格
的
な
神
学
の
形
成
期
を
迎
え
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
バ
ル
ト
の
自
然
神
学
を
め
ぐ
る
論
争
を
含
め
た
外
来
の
神
学
思
想
の
流
入
は
今
日
ま
で

続
い
て
い
る
。
(39)

し
か
し
、「
日
本
の
神
学
」、
ま
た
「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
」
と
呼
べ
る
も
の
が
あ
る
か
、
と
の
問
は
今
日
で

も
課
題
で
あ
ろ
う
。
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